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機械器具 32 医療用吸引器  

一般医療機器 胸腔排液用装置 10817000 

ハイムリッヒチェストドレーンバルブ 

再使用禁止  

 

【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】    

・再使用禁止  

<適用対象(患者)> 

・天然ゴムに対する過敏症のある患者への使用は禁止。 

・片肺全摘手術後の患者への使用は禁止。 

<使用方法> 

・胸腔からのカテーテルは排気側に接続せず、必ず青色キャ

ップ側に接続すること。[逆につなぐと空気及び液が流れ

ないため]    

    

【形状・構造及び原理等】【形状・構造及び原理等】【形状・構造及び原理等】【形状・構造及び原理等】    

（構造図） 

 

 

 

 

 

胸腔カテーテル接続側              排気側 

 

・本品は天然ゴムを使用しております。 

 

【【【【使用目的又は効果】使用目的又は効果】使用目的又は効果】使用目的又は効果】    

本品は、胸腔ドレーンに接続し、胸腔から血液、空気、膿状分

泌物を除去するために用いる。 

 

【使用方法等】【使用方法等】【使用方法等】【使用方法等】    

操作方法 

①通常の手法にてカテーテルを胸腔内に留置し、固定します。 

②カテーテルの他方の端が斜めの場合は直角に切り、できるだ

け深くハイムリッヒバルブの青色の接続部分につなげ、更にテ

ープを巻いてカテーテルとバルブがはずれないようにします。

(透明の本体に表示してある FLOW DIRECTION の矢印

の方向が下方に向いた状態になります。) 

③胸腔内圧の増減により、バルブが開閉し脱気されます。移動

の際にもカテーテルをクランプでとめる必要はありません。 

④吸引が必要な患者の場合には低圧持続吸引器に接続します。 

⑤血胸や胸水を伴う場合はバルブの先に閉鎖式ドレナージバッ

ク(滅菌済で空気孔のあるもの)を接続します。ただしこの場合、

凝固によってバルブが作動しなくなることがありますので注意

してください。バルブが詰まった場合にはカテーテルをクランプ

で止め、新しいハイムリッヒバルブと交換します。 

    

【使用上の注意】【使用上の注意】【使用上の注意】【使用上の注意】    

重要な基本的注意 

・本品は天然ゴムを使用しています。天然ゴムは、かゆみ、発

赤、むくみ、蕁麻疹、発熱、呼吸困難、喘息発作、血圧低下、

ショックなどのアレルギー性症状をまれに引き起こすことがあ

ります。このような症状を起こした場合は、直ちに使用を中止し、

適切な処置を施して下さい。 

・アルコール等の有機溶剤を含む消毒剤を使用しないで下さい。

本体にひび割れが生じる場合があります。 

・本品は逆止弁が付いているため、矢印方向にのみ空気及び

液が流れる構造になっています。胸腔からのカテーテルは必

ず青色キャップ側に接続してください。 

 

【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】    

1.保管方法 

・水ぬれに注意し、高温、多湿、直射日光のあたる場所をさけて

保管してください。 

2.有効期間 

・滅菌後 3 年です。(自己認証(当社データ)により設定) 

 

【製造販売業者【製造販売業者【製造販売業者【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】及び製造業者の氏名又は名称等】及び製造業者の氏名又は名称等】及び製造業者の氏名又は名称等】    

製造販売業者  三矢メディカル株式会社 

TEL 06-6707-9105 

 

販売業者 平和物産株式会社 

TEL 03-3287-0731 
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